
L

第26号

「悠翔」の題字は猶有斎宗匠にご染筆を頂きました。

令和7年3月

編集・発行/表千家京都青年部 京都市中京区車屋町通二条上る真如堂町311

更
鱒
f Ji輿 下電

京都青年部司5周年記念茶会運営メンバー(令和7年3月 9日清浄華暁にて)

蔦t員 ぢ:菫 子ど
悠翔茶会

大阪青年部研修茶会

無郊奄見学会 2-3

上京茶会 4～う

令和6年度 青年部総会 /懇 親会 5′
ヤ6

秋研修茶会 7´
ヤ8

表千家京都青年部15周年記念茶会 /懇親会 8´-10

◆後の予定 11

2

2

事務局より 12



悠翔茶会
令和6年2月 11日 (日 )
於 :北野天満宮明月舎

意

大阪青年部研修茶会
令和6年3月 3日 (日 )

於 :大仙公園日本庭園

梅の香りが満ちる北野天満宮明月合において、

令和元年度から令和 4年度に年限にて退会され

た方々および、令和 5年度年限退会予定の方々

をお招きして茶会を開催 しました。当日は26

名の方がお越しくださり、これまで京都青年部「

の活動を支えてくださつた皆さまに感謝の気持

ちを込めて、濃茶・点心・薄茶でお祝いさせて

いただきました。

コロナ禍により活動が制限された中で年限を

迎えられた方々も多くいらっしゃいましたが、

大仙公園の日本庭園にて開催された、大阪青

年部様の春研修茶会にご招待を買房ガリ、役員二名

で参加させていただきました。当日は素晴らし

いお天気で、幅広い年齢のお客様がお集まりに

なっており、大変なご盛会でごぎいました。

「桃花笑春風」のお軸にさくらんぼの花、お

ひなさまをかたどったお菓子、香合は部員様の

手作りの作品で、桃の節旬に合わせて温かみに

満ちた心が弾むようなお取合せで、また、お茶

令和 6年 3月 9日、京都青年部と大阪青年部

との交流会として、東山にある無邦奄にてお庭

の見学を行いました。 2グループに分かれ、 1

階から無邦奄スタッフによるお庭の解説と散策

ご参加の皆さまがにこやかに過ごされているご

様子を拝見して、無事にお招きできたことをた

いへん嬉しく思います。年限退会された後も賛

助会員等のさまざまな形で、これからの京都青

年部にお力添え、またご指導ご鞭撻いただけれ

ばありがたく存じます。

また開催にあたり、点心は京都青年部部員で

もある本家たん熊若主人栗栖純一さんに依頼さ

せていただきました。この場をお借りして改め

て厚く御礼申し上げます。

は池田の三丘園様、お菓子は堺の宝泉様と、大

阪のものを活かしたお席で楽しい時間を過ごさ

せていただきました。

部員の皆様の研鑽を目的に開催されているお

茶会とのことで、受付やご案内の方、お席にい

らした方も皆様笑顔で心尽 くしのおもてなしを

いただき、感謝を申し上げます。お茶を通して

交流する楽しさを改めて感じ、このような交流

の輪を絶やさず続けていきたいと感じました。

(文 :京都青年部役員 高橋 美紀)

を、 2階では青年部役員による呈茶席とし、そ

れぞれ交流の時間を楽しみました。その日の天

気は曇りに始まり晴れ間もあり、東山を借景に、

様々な表情を見せるお庭を見ることができまし

無邦巻見学会 令和6年3月 9日 (上 )
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第26号 悠 独 表千家京都青年部

た。

見学・呈茶に続いて懇親会を行いました。京

都らしい食事をリーズナブルに、をテーマに「ぎ

おん森幸」にて中華料理のお弁当をいただきま

した。辛味も少なく、食べやすいひとロサィズ

になった京中華に、お庭の感想と合わせて話題

つきませんでした。

解散後には雨が降りましたが、偶然居合わせ

たメンバーで喫茶店に入るなど充実したひとと

きを過ごしたとお声をいただきました。

大阪青年部部長 (当時)川端宏房様よりと感想を頂戴致しました。

この度は無邦巻見学とランチ会にお誘ぃ頂きありがとうござい

ました。このような企画は初めてのことでとても楽しみにしてい

ました。3月 とは言え、当日は時折雨や雪の降る寒い日でしたが、
めずらしい苔が多いという無邦巻のお定はしっとりとして美 しく

見えました。無邦巻の母屋の2階ではイロ久田部長と炊談の後、呈
茶が行われました。桜をモチーフにした赤口菓子が可愛らしかった

です。抹茶やお茶碗なども京都青年部さんがご用意下さいました。

ランチ会は京都と大阪の部員が交流できる機会になり有意義な

時間でした。京都で食べる中幸朴理もおいしかったです。あっと

いう間の一日でしたが、ご準備は何ヶ月も前から大変だっただろ

うと罵います。大 F及からも多数の参加があり、京都の春を満喫 し

て帰阪いたしました。素晴らしい企画を考えて頂き改めて感謝申
し上げます。これを鵜縁に、青年部聞で交流の輪がますます広が

りますことを期待 しております。
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表千家京都青年部 悠 ね 第26号

上京茶会
令和6年 5月 19日 (日 )
於 :清浄華院

の普及に際して茶道に触れる非常に良いきっか

けになると感じました。

青年部にこのような貴重な機会を設けて頂き

上京茶会を主催されております上京区文化振興

会並びに上京区のご担当者様に感謝申し上げま

す。今後 とも気軽に茶道に触れることができる

場 として本茶会が末永 く続 くことを願っており

ます。

(文 :京都青年部部員 (現役員)土橋 章太郎)

本年の上京茶会は京都市上京区にごぎいます

清浄華院にて開催され、青年部は副席を担当さ

せて頂きました。

当日は天候にも恵まれ小さなお子さんから毎

年楽しみにお越しになっているご年配の方まで

幅広い年齢層の方がたくさんお越しになってい

ました。私は初めての参加でしたが役員の皆様

に色々と教えて頂きながら楽しくお手伝いさせ

ていただきました。

お席はどの時間帯も非常に賑わつており和や

かな雰囲気の中でお越しのお客様はお茶とお菓

子を思い思いに楽しんでいらっしゃいました。

また副席が落ち着いてから青年部の参加者も

本席に入れていただきました。素晴らしい御道

具を拝見し、また様々なお話を伺つて非常に勉

強になりました。

茶道の心得がある方が沢山お越しになる大寄

せの茶会と違い、地域の方との交流を主眼に置

いた本茶会の取り組みはこれからの表千家茶道

す
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第26号 も 独 表千家京都青年部
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令和6年度 青年部総会
令和6年6月 29日 (上)
於 :表千家北山会館

今年度は、 2年振りとなる表千家北山会館を会場
に、令和 6年度青年部総会を行いました。
ご来賓に、 4代諏訪蘇山先生ならびに表千家同門
会京都支部事務長小西恵子様、支部役員の皆様にお

越し頂きました。

総会前には、北山会館様のご厚意により展示物の

拝観をさせて頂 くと共に、会場 2階に呈茶席を設け、
皆さんにお茶を一服差し上げました。

総会においては、小西恵子事務長よりご挨拶を頂

戴しました。次に和久田部長から青年部活動につい

ての挨拶があり、令和 5年度事業・決算・監査報告、
そして令和 6年度事業案・予算案を審議、拍手にて

承認されました。

※決議事項等は令和 6年 7月送付の資料をご確認下さい。
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表千家京都青年部

¬

悠 漁 第26号

記念講演
『蘇山の青奇』

講師 諏訪 蘇山 先生
京都青年部総会で

諏訪蘇山先生の講演を聞いて。

ある京都の真田紐屋さんで先生のお名前を拝

見してから、総会でお話しを伺えることを楽し

みにしていました。

諏訪蘇山先生が講演の中で「青磁」ではなく

「青甕」という本来の字を使用されていること、

戦争に疲れ青い空に平和を重ね造らせた色の話

や、青甕の色は鉄の色で、「釉薬」だけでなく「生

地Jに も練り込み、その還元の深みが作品にも

出ていることなどをお話され、また、土・燃料・

火加減等により焼き上がる色が変わo難しさも

知りました。

武士であった初代の目まく
Sる
しい人生の話で

は、驚きを感じました。「レンガ」を国産で焼き、

「磁器」だけでなく「陶器」や「漆の時計」
「堆

朱の硯・棗」等、さらに「螺釦細工」は明時代

のものと専門家が見間違うほどの作品を製作さ

れ、探求心と異なる素材のものを完成させる技

術技量のただならぬことに感銘を受けました。

そして、フェノロサや帝室技芸員時代の富岡

鉄斎との出会いの話や、当代と中村宗哲さんと

の話も興味深く伺いました。

表千家青年部総会に参加し、講師の方や部員

の皆様との交流のおかげで、私自信も人生が豊

かになっていくのを感じています。

諏訪蘇山先生、役員・部員の皆様ありがとう

ございました。

(文 :京都青年部部員 澤村 梨沙)

総会・記念請演に続く懇親会は
「Daniet's ALBA」 にて開催し

ました。

講師の先生を囲み、打ち解けた雰囲気の中、青年部らしい大変

賑やかな会となりました。

世代を超えての交流に、「皆さんと懇親を深めることができて

嬉しい」とのお声を頂戴しております。 :'戸

④働◇
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第26号 も れ 表千家京都青年部

秋研修茶会 令和6年 11月 16日 (土 )
於 :大徳寺大慈院

大徳寺、大慈院のお茶室にて秋研修茶会が開

催されました。

今回の研修茶会は、部員および賛助会員22

名とで 3班に分かれ、亭主側と客側を席ごとに

交代し担当いたしました。それぞれのお席では

山田松香木店営業部長大杉直司様、三友居代表

取締役山本寛様、伊と忠取締役伊藤智美様をお

正客としてお招きし、ご専門の分野についての

お話を聞かせていただく貴重な機会となりまし

た。

初めての参加で緊張していたのですが、役員

の方の滞りのない進行と席中の楽しいお話、真

剣ながらも和やかな雰囲気のおかげで終わって

みればあっという間の時間でした。亭主側のお

席では経験のない役をさせていただいたことで、

お茶席を滞りなく進行する為には細かな気配り

が必要なことを改めて実感し、大変勉強になり

ました。

今回の研修茶会をご準備してくださった役員

の皆様に心より感謝申し上げます。また、この

ような機会をご一緒させていただいたご参加の

皆様にも重ねてお礼申し上げます。

(文 :京都青年部部員 北村 尭子)

一１

隷 1魚

▼

儀今

藤
学
￥
７

互

ゝ
，

争
輩
格ヤイと

警

↓

む

Ｉ

7



表千家京都青年部 悠 角 第26号
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表千家京都青年部15周年記念茶会
令和7年3月 9日 (日)於 :清浄華院

同 懇 親 会  於 :ホテルオークラ京都

表千家京都青年部は平成21年 H月 に発会し、

今年度で15年 となりました。この度、発会15

年を記念する茶会ならびに懇親会を令和 7年 3

月 9日 に開催致しました。当日は、同門会京都

支部からは支部長鈴鹿且久様をはじめ支部役員

の皆様、青年部年限退会者 、賛助会員、青年

部部員と、100名 を超える方々がご参加 くださ

いました。無事盛会裡に終えることが出来まし

た事、ご出席の皆様をはじめ、準備段階から多

大なる協力を頂きました皆様に心から御礼申し

上げます。

15年の間には、世界規模で様々な出来事や

変化がありました。直近ではコロナ禍のため、

青年部の行事のみならず日常生活までも自粛し

なければならない日々もありました。自粛明け

の節目となる今回の行事では、青年部にご縁の

ある方々に広くお声掛けし、世代を超えた縦と、

同世代の横との繋がりを再構築し、更にその繋

がりを深める機会にしたいと願い準備を進めて

参りました。このような想いに旧役員の皆様か

らもご賛同を頂きまして、記念茶会においては

現役部員が濃茶席を担当し、また旧役員の皆様

が薄茶席をご担当頂 く運びとなりました。また、

この度の記念品として 2種類の葉書を作製致し

ました。京都青年部の代名詞ともいえる「悠翔」

の文字を扇面にあしらった図柄と、悠々と天高

く舞う一羽の鶴と五雲をあしらった図柄となっ

ています。いずれも京都青年部の15周年にち

なんだオリジナルの記念葉書となっておりまして、

青年部における想い出の一助となれば幸いです。

茶会や懇親会の様子については、私の拙い文

章よりも写真のイメージの方が遥かに勝つてお

りますのでそちらに譲 りたいと思いますが、周

年記念を祝う設えの中、懐かしいお顔、想い出

ばなし、近況の共有や新たな出逢いなど、参加

された皆様にとって印象深く思い出に残るシー

ンがあったことと思います。私にとつてはお茶

会や懇親会を通し、同じ時と空間を共にできる

貴重な時間の有難さを再認識すると共に、何よ

りもお茶のご縁でつながつた皆様と、お茶を通

して親睦を深められたことはこれ以上にない喜

びでした。
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第26号 悠 ゑ 表千家京都青年部

濃余席

京都青年部は15年 という節目を迎えましたが、

悠々と舞う鶴の様に、これからも部員皆様にと

つて良き出逢いと学びの場であり続けられるよ

薄粂麻

う様々な行事を企画して参りたいと思います。

引き続き京都青年部を宜しくお願い申し上げま

す。  (文 :京都青年部部長 和久田 大介)
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第26号 悠 独 表千家京都青年部

上京区主催の茶会で、毎年表千家不審奄が釜を懸けられ、今年も副席を青年部が担当します。

③日 程  令和7年4月 27日 (日 )
◎場 所  本満寺

総会では、前年度の行事や決算を報告し、当年度の行事予定や予算計画等をお伝えし、承認いただ
く予定です。総会開始前には呈茶を、総会終了後は金岡」流能楽師の金剛龍謹先生の講演会を予定して
おります。ぜひご参力8ください。

総会・講演会後には、親睦を深めるための懇親会を計画しております。和やかに楽しいひと時を共
に過ごしましょう。

◎日 程  令和7年6月 14日 (土)午後1時受付開始 午後2時開会予定
◎場 所  表干家北山会館
◎請 8市  金剛 龍謹 先生
◎請 題  晴ヒと茶」
◎懇親会 Daniet's ALBA(京都市中京区御池通高倉角 ホテルギンモンドlF)
*詳細は別紙をご覧ください。
*就

写3宣禁ほ嬉と[1伊
記載の Googteフ ォームから総会出席・欠席の旨を、5月 31日までに

*当日、総会前の呈茶や
お手伝いいただける方

受付等をお手伝いいただける部員さんを募集しております。
は別紙を参照の上、Googteフ ォームにご登録ください。

京都市主催の茶会で、一般市民の皆さんに伝統文化の魅力を直接体験いただく機会にしようと、普
段一般公開されていない市役所本庁舎を会場に開催されます。
特に、次世代を担う子供たちや若い世代の方々が参力8しやすい運営を行い、茶道や生活文化への興
味関心を高める機会となっています。

当日お手伝いいただける部員さんを募集いたします。応募多数の場合は抽選のうえ結果をご連絡い
たします。

◎日 程  令和7年7月 5日 (土 )
○場 所  京都市役所本庁合
*詳細はメールなどでお矢[らせいたします。

尋
歴
“
薄
（

今後の1予定

上京茶会

令和7年度 京都青年部総会

御池茶会
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表千家京都青年部 悠 ね 第26号

メ=ルアドレス登録のづ願tl
E…Bna‖:omotesenke.kyoto.seinenbu@gmail.com

京都青年部では、皆様に速やかに情報をお届けし、行事やイベントなどの様々な企画にご参力Bいただける

ように、メールによるご案内をしております。会報ではお矢[らせできなかつた行事のご案内や募集、行事参

力l者への詳細を送信してしヽます。最近では、行事への参カロ申込みをメールで行うことが増えております。従来、

ハガキでご案内している企画については、メールによるご案内への移行を考えておりますので、皆様のご協

力お願いいたします。

登録ご希望の方 lこ k、 お手数ですが、上記の E―maitア ドレスまでお名前
。メールアドレスをお矢日らせください。

メールフィルターなどを設定されている方は、上記のアドレスからのメール受信を許可してください。

地図などを添付する場合もございますので、ご覧になれるア ドレスをご登録ください。

*皆様からと登録いただきましたメールアドレスは、京都青年部の活動報告のみに使用いたします。      E‐ mail
*ご登録いただきました方には、こちらから届くかどうか確認メールを後国送信いたします。
*メールアドレスを変更された際には、速やかにむ連絡いただきますようと協力の程よろしくお願いいたします。

*京都青年部が利用しているGmailのセキュリティが強化され、メールを送ることができなくなったアドレスがひぎいます。
以前に登録された方でメールが届かなくなってしまった方がおられましたら、お手数ですが再度む登録お願いいたします。

京都青年部では、行事への参加をメールで申込みいただいております。以下のようなアドレスではメールが届かないことがあります。

こ注意ください。
●次の文字は原則として使用できない。           0(ド ット)、 _(アンダースコア)は 2つ以上連続してはいけない。

/1“@#$%&.()=― |ヽ
A:;*十 ?く >,｀ []{〕   ●メールアドレスの最初の文字は英数字しか使えない。

●@の直前には英数字しか使えない。

年公費納入 19つ tlて

会報の発行、青年部の各行事の運営は、皆様からの会費で成り立っています。年会費は3,000円です。納

入のメ切は旬年 5月末となつております。青年部の活動にご協力いただきますようお願いいたします。

前年度会費未納の方は早急にご納入くださしヽ。

◆□座番号 00970-1-200913  ◆回座名義 表千家京都青年部

振込先 ▲評芦屹外a:Bξ論ぞ叫はヽ以尾内乾
て
き駿ぞ潔Lキュ朔

◆□座番号 当座0200913    ◆□座名義 表千家京都青年部

入会。退公 IDつ ι}て

表千家京都青年部は、同世代の仲間と交流・親睦を深め、茶の湯の素晴らしさを体感できる沼動を行つて

いきたいと考えています。

まだ青年部へ入会されていない方や、新しく表千家茶道を始められたお仲間がおいででしたら、是非お誘

いください。入会申込書は事務局に備えておりますので、下記連絡先へのお申し出により郵送いたします。

諸事情により退会を希望される方は、お名前 。ご住所・お電話番号を記載の上、事務局まで FAXまたは
E‐maitでご連絡ください。退会のご連絡がない場合、翌年以降も年会費をご請求させていただくことにな

りますので、ご注意ください。

なお、入会条件の上限年齢に達した場合による退会は、表千家京都青年部よりご連絡差し上げます。

登録内容の変更 13つ とlて

ご住所 。お名前に変更があつた方は、郵便・FAXまたは E‐ maiHこてすみやかに下記の連絡先までお矢[ら
せください。また、同門会に所属されている方は、同門会本部。表千家京都青年部両方への連絡が必要です。

なお、お電話など□頭でのご連絡lEk間違いの要因となりますので受付けておりません。

づI司合せ。ご連絡先

〒604-0853京都市中京区車屋町通三条上る真夕[堂団」311
同門会京都支部内 表千家京都青年部
TEL・ FAX:0フ 5鬱56-0688(祝日を除く月・水・金曜日:10～16時)
E―mait:omotesenke.kyoto.seinenbu@gmait.com

軸
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E‐ mail


